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倉

時

代

語

研

究

仁
和
寺
蔵
後
鳥
羽
天
皇
御
作
無
常
講
式
の
訓
点

三
二
〇

小

　

林

　

芳

　

規

目
　
次

一
、
訓
点
の
性
格

二
、
表
記
上
の
問
題

三
、
音
韻
に
つ
い
て

ヽ四
、
訓
法
・
文
法

五
、
語
詞
・
語
彙

一
、
訓
　
点
　
の
　
性
　
格

仁
和
寺
蔵
無
常
講
式
一
巻
に
は
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
墨
書
の
訓
点
が
周
密
に
施
さ
れ
て
い
る
。
訓
点
は
、
片
仮
名
の
和
訓
と
字
音
、
声
点

（
少
量
）
、
返
点
、
合
符
で
あ
り
、
こ
れ
が
本
文
と
同
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
訓
点
の
性
格
に
つ
い
て
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
訓
点
が
、
無
常
講
式
の
本
文
の
漢
文
に
何
時
加
点
さ
れ
た
か
が
第
一
の
問
題
で
あ
り
、

本
文
の
漢
字
に
加
点
す
る
方
式
に
一
定
の
き
ま
り
が
あ
っ
た
か
否
か
が
第
二
の
問
題
で
あ
る
。

第
一
の
問
題
を
考
え
る
に
は
、
本
書
の
巻
末
奥
書
の
記
文
が
拠
り
所
と
な
る
。
巻
末
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

（
尾
題
）
無
常
試
　
　
日
陰
岐
法
皇
御
筆

（
一
行
分
空
白
）



（崩）

偽
正
月
九
日
　
帝
王
蔚
御
同
月
廿
日

（
三
行
分
空
白
）

刷
建
長
元
年
七
月
十
三
日
於
雲
林
院
書
写
了

こ
れ
ら
の
文
字
は
、
同
じ
筆
按
で
あ
り
、
本
文
と
同
一
で
あ
る
。
従
っ
て
、
刷
の
「
建
長
元
年
七
月
十
三
日
於
雲
林
院
書
写
了
」
は
、
文
字

通
り
書
写
奥
書
と
な
る
。
本
文
の
筆
致
や
訓
点
（
後
述
）
が
鎌
倉
中
期
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
本
奥
書
で
は
な
く
、
こ
の
時
の
書
写
と
見
ら
れ
る
。

次
に
、
川
の
「
陰
岐
法
皇
御
筆
」
は
、
こ
の
無
常
講
式
が
隠
岐
に
配
流
さ
れ
た
後
鳥
羽
上
皇
の
御
作
で
あ
る
こ
と
を
注
記
し
た
文
字
で
あ

る
。
後
鳥
羽
上
皇
の
御
作
と
す
れ
ば
、
上
皇
は
延
応
元
年
二
二
三
九
）
二
月
に
隠
岐
で
崩
御
さ
れ
た
か
ら
、
無
常
講
式
の
本
文
の
成
立
は
そ

れ
以
前
で
あ
り
、
「
陰
岐
法
皇
御
筆
」
は
、
成
立
後
、
建
長
元
年
ま
で
の
間
に
他
人
の
手
に
依
っ
て
書
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
上
皇
崩
御

か
ら
建
長
元
年
ま
で
は
十
年
の
経
過
が
あ
る
。

次
に
、
脚
の
「
正
月
九
日
　
帝
王
崩
御
同
月
廿
日
」
の
記
文
は
、
四
条
天
皇
の
治
病
祈
願
法
要
の
日
と
崩
御
の
日
を
示
し
て
い
る
。
四
条

天
皇
は
仁
治
三
年
二
二
四
二
）
正
月
七
日
に
発
病
（
百
錬
紗
第
十
四
）
、
正
月
九
日
に
は
治
癒
祈
願
の
た
め
に
「
諸
社
被
レ
進
二
御
調
経
一
」
　
（
百

錬
抄
第
十
四
）
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
月
廿
日
に
は
崩
御
さ
れ
て
い
る
。
御
年
十
二
歳
で
あ
っ
た
。

無
常
講
式
の
本
文
に
訓
点
が
加
点
さ
れ
た
時
機
と
し
て
は
、
右
の
記
文
に
即
し
て
考
え
る
と
、
H
御
鳥
羽
上
皇
が
無
常
講
式
の
本
文
を
御

製
作
さ
れ
た
折
、
0
仁
治
三
年
正
月
九
日
に
四
条
天
皇
病
気
治
癒
祈
願
の
法
要
の
折
、
臼
建
長
元
年
七
月
十
三
日
に
仁
和
寺
蔵
本
書
写
の
折
、

の
三
つ
の
機
会
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も
、
右
の
時
期
以
外
の
折
に
加
点
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
書
の
巻
末
奥
書
に
基
い
て

考
え
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。

先
ず
、
三
つ
の
機
会
の
う
ち
、
日
建
長
元
年
七
月
十
三
日
に
本
文
を
書
写
し
た
折
に
、
新
た
に
訓
点
を
施
し
た
と
す
る
こ
と
は
、
次
節
に

セ
ン
ハ
ツ

述
べ
る
如
く
、
漢
字
の
誤
写
や
訓
点
の
誤
写
か
ら
見
て
、
考
え
難
い
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
船
析
」
（
1
2
～
曇
の
「
析
」
は
「
楷
（
イ
カ
ダ
）
」

の
誤
写
と
見
ら
れ
る
が
、
振
仮
名
の
「
バ
ツ
」
は
文
脈
上
こ
の
方
が
正
し
く
、
既
に
親
本
に
こ
の
振
仮
名
と
そ
れ
に
対
応
す
る
「
根
」
と
が

仁
和
寺
蔵
後
鳥
羽
天
皇
御
作
無
常
講
式
の
訓
点



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
二

ナ

ル

　

　

H

′

ヨ

リ

　

　

　

　

　

リ

ヨ

n

ソ

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
又
、
「
為
二
年
l
侶
こ
（
6
4
）
の
「
侶
」
の
下
の
「
リ
」
は
「
ト
」
の
誤
写
で
あ
り
、
「
リ
」
と
「
ト
」
と
の
字
形
の
類

リ

ヨ

ト

似
に
よ
っ
て
生
じ
た
写
し
誤
り
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
親
本
に
既
に
「
侶
」
と
い
う
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
0
御
鳥
羽
上
皇
が
無
常
講
式
の
本
文
の
漢
文
を
製
作
さ
れ
た
折
に
、
訓
点
を
施
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
。
し

か
し
、
明
恵
上
人
撰
述
の
四
座
講
式
に
つ
い
て
見
る
に
、
嘉
禄
二
年
二
二
三
ハ
）
二
月
十
二
日
に
栂
尾
住
房
で
喜
海
が
書
写
し
た
、
高
山
寺

蔵
捏
磐
会
法
式
一
巻
（
重
文
第
二
部
二
〇
四
号
）
に
は
訓
点
の
仮
名
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。
仮
名
の
加
点
が
見
ら
れ
る
の
は
後
の
写
本
で
あ

る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
後
鳥
羽
上
皇
自
ら
は
加
点
さ
れ
な
か
っ
た
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。
御
自
身
に
と
っ
て
は
そ
の
必
要
は
恐
ら
く

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

更
に
、
仮
名
が
稗
密
で
あ
る
と
共
に
、
後
述
の
よ
う
に
一
定
の
方
式
で
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
文
の
漢
字
の
一
字
一
字
の
読
み
方
に

配
慮
し
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
撰
述
者
の
所
為
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
を
読
み
上
げ
る
第
三
者
の
心
配
り
と
見
ら
れ
る
の
で

あ
る
。残

る
臼
仁
準
二
年
正
月
九
日
に
四
条
天
皇
病
気
治
癒
祈
願
の
法
要
の
折
に
新
た
に
加
点
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
確
証
は
な
い
。
し

か
し
、
右
に
述
べ
た
如
き
加
点
方
式
の
上
の
配
慮
は
、
こ
の
よ
う
な
国
家
的
な
公
式
の
場
に
お
け
る
心
配
り
と
し
て
は
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
も
状
況
証
拠
に
過
ぎ
な
い
が
、
右
の
三
つ
の
時
機
の
う
ち
で
は
最
も
可
能
性
が
あ
る
。

尚
、
建
長
元
年
に
本
書
を
書
写
し
た
雲
林
院
は
、
京
都
の
紫
野
に
あ
っ
た
天
台
宗
の
寺
院
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
折
の
書
写
者
は
そ
の
関

係
僧
か
も
知
れ
な
事
が
、
訓
点
の
加
点
者
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

第
二
の
問
題
は
、
右
に
触
れ
た
加
点
方
式
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
一
の
問
題
を
解
く
鍵
に
も
な
る
。

こ
の
無
常
講
式
に
施
さ
れ
た
仮
名
が
稗
密
で
あ
る
こ
と
は
、
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
が
好
箇
の
国
語
史
料
と
も
な
っ
て
い
る
。

そ
の
仮
名
の
加
点
方
式
を
見
る
に
、
漢
字
漢
語
の
全
音
節
を
省
略
な
く
振
仮
名
を
施
す
も
の
が
大
多
数
で
あ
る
が
、
仔
細
に
見
る
と
、
全
く

振
仮
名
の
な
い
漢
字
漢
語
も
あ
り
、
又
、
振
仮
名
を
一
部
し
か
施
さ
な
い
漢
字
も
あ
る
。
こ
れ
ら
が
混
然
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一
定



の
方
式
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
三
種
に
分
け
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

細
漢
字
漢
語
の
全
音
節
に
つ
い
て
振
仮
名
を
施
す

こ
れ
が
全
巻
の
大
多
数
で
あ
り
、
和
訓
・
字
音
に
わ
た
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
語
中
の
音
節
を
省
略
し
た
り
、
語
尾
の
音
節
を
省
略
す
る

こ
と
は
、
音
便
の
零
表
記
を
除
け
ば
、
全
く
な
い
。

㈱
全
く
振
仮
名
の
な
い
漢
字

こ
れ
を
類
別
し
て
掲
げ
る
（
用
例
の
配
列
は
原
則
と
し
て
出
現
順
）
。

川
常
用
の
和
訓
で
読
ま
れ
る
も
の
（
訓
漢
字
）

頭
（
二
例
）
　
耳
　
尾
（
二
例
）

牙
≡
例
）
　
心
≡
例
）
　
鈴
　
病
（
二
例
）

枕
　
朝
l
　
今
　
上
　
年
l
　
霜
　
墓
　
野
　
朝
　
涙
　
命

眼
≡
例
）
　
人
（
二
例
）

カ

　

　

’

カ

我
等
　
何
　
誰
・
誰

有
　
云
　
失
（
四
例
）

二
　
　
　
　
　
ハ
へ

無
　
元
　
近
　
青
蝿

鼻我テ至難

所
≧
　
春
（
二
例
）
　
程
　
昔
　
月
　
玉
　
時
（
三
例
）

身
　
事
　
水
沫
泡
焔
（
恐
ら
く
和
訓
で
あ
う
）
　
（
以
上
名
詞
）

彼
（
以
上
代
名
詞
）

ア
ツ
マ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ブ
リ

飛
集
　
住
　
垂
　
依
　
見

亦
　
皆
（
三
例
）
　
如
（
三
例
）

得
（
以
上
動
詞
）

如
是
　
不
　
可
　
応

伺
助
字

之
　
也
　
干
　
哉
（
三
例
）
　
而
　
者
　
於
　
云
l
（
二
例
）

H
漢
語
サ
変
動
詞
の
語
幹

シ

　

．

シ

　

　

ス

ル

コ

ト

　

　

セ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

レ

ナ

　

　

　

ス

　

　

ス

ル

　

　

ス

　

　

　

ス

ル

念
　
期
　
愛
　
　
修
・
修
（
二
例
）
　
臥

往
顛

H
数
を
示
す
漢
字

百
年
（
二
例
）
　
三
十
四
十
　
五
十
六
十

生
　
死
」
死
　
信

サ

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヨ

タ

　

　

　

　

　

　

　

コ

ヒ

　

リ

ヤ

ウ

七
十
　
千
載
一
日
　
六
日
一
念
　
七
日
　
千
歳
　
五
欲
　
「
朝
〔
期
〕
　
百
娼
一
両

仁
和
寺
蔵
後
鳥
羽
天
皇
御
作
無
常
講
式
の
訓
点



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
四

郎
三
五
卦
　
二
部
四
を
四
加
十
二
配
五
蔵
五
尺
一
期
・
一
聖
二
例
）
　
六
道
三
千
一
生
（
三
例
）
　
二
十
八
璃

エ

ン

　

　

ホ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

イ

二
世
一
天
　
四
海
　
十
二
緑
　
九
品
　
二
十
五
億
　
五
衰
　
八
万
四
千
　
廿
五
井
．
四
十
l
J
l
痢
賢
聖

囲
仏
教
関
係
語

次
第
　
法
則
　
無
常
（
三
例
）
　
弥
陀
（
三
例
）
　
道
場
　
五
道
六
道
　
浄
刺
　
前
仏
　
後
仏
　
悲
願
　
衆
生
　
算
　
来
世
　
異
聞
泥
梨

苦
海
　
生
老
病
　
死
（
二
例
）
　
五
塵
六
欲
　
貪
染
　
弟
子
　
念
仏
　
往
生
　
南
無
阿
弥
陀
仏
（
三
例
）
　
中
間
一
切
　
所
－
止
　
観

菩
薩
坐
〔
聖
〕
衆
　
本
誓
　
今
生
　
生
死
　
天
女
　
転
輪
聖
王
　
観
音
勢
至
　
普
賢
文
殊
　
四
十
一
地
矧
到
　
浄
土
　
戒
　
施
　
放
逸

命
終
　
天
童
寿
仏
　
天
辺
功
徳
　
仏
　
安
楽
国

川
伺
い
に
対
し
て
H
銅
は
字
音
を
表
し
て
い
る
が
、
共
に
そ
の
読
み
方
が
振
仮
名
を
施
さ
な
く
て
も
明
ら
か
な
も
の
で
あ
り
、
川
に
併
せ

て
振
仮
名
の
必
要
が
な
い
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

の
漢
字
の
一
部
を
付
訓
、
又
は
漢
語
の
一
字
に
振
仮
名
を
施
す

ヒ

　

　

　

　

P

H
老
　
心

チ

　

　

　

カ

汝
　
何

こ呈
（
二
例
）

ヨ
　
　
　
　
　
H
リ

用
唱
　
在

タ

　

　

ノ

　

　

マ

朝
　
者
　
今
　
（
以
上
名
詞
）

（
以
上
代
名
詞
）

こ

　

一

こ

　

　

こ

　

　

タ

　

　

タ

己
　
謂
哨
亦
末

ル

　

　

レ

ナ

　

チ

Ⅰ

　

キ

ル

　

ム

ス

来
　
生
　
出
　
契
　
掲

ハ
　
　
　
キ
こ
　
　
り

ハ
チ
　
　
ヒ
ハ

厩
　
大
　
猫
（
三
例
）
　
則
　
或

シ

　

　

　

　

　

　

シ

如
≡
例
）
　
可

シ
　
　
　
タ
ウ
　
　
　
　
　
タ
ウ

例
年
事
　
刀
風
　
湯
火
　
阿
輸
何
王

リ
ン
　
　
シ
ユ
　
　
　
　
　
　
ヰ
　
　
　
コ
ン
　
セ
　
コ

臨
命
終
　
王
位
　
今
世
後
世

H
は
和
語
の
活
用
の
な
い
語
で
あ
り
、

セ
ン
　
　
　
　
　
　
ラ
ウ
　
　
　
　
シ
ユ
　
　
　
　
ハ
タ
ラ
ク
　
　
　
　
エ
ン
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
サ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

栴
陀
羅
　
牢
固
　
手
足
　
白
楽
天
　
間
「
王
　
凡
夫
　
菜
〔
采
）
女
　
嘆
（
呉
）
王

シ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
イ

秦
王
　
天
帝

そ
の
最
後
の
音
節
又
は
終
り
の
二
音
節
を
送
る
、
所
謂
捨
て
仮
名
で
あ
る
。
州
は
活
用
語
で
、



そ
の
活
用
語
尾
又
は
活
用
語
尾
を
含
む
終
り
の
二
音
節
を
送
っ
て
い
る
。
日
用
共
に
、
同
じ
語
が
㈲
の
川
に
「
心
」
「
今
」
「
何
」
「
亦
」
「
如
」

「
可
」
と
あ
る
か
ら
、
加
点
の
機
能
と
し
て
は
相
通
ず
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

例
は
二
字
又
は
三
字
以
上
か
ら
成
る
字
音
語
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
字
又
は
二
字
に
振
仮
名
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
振
仮
名
の
施
さ

れ
て
い
な
い
漢
字
は
「
年
」
「
風
」
「
火
」
「
阿
」
「
王
」
等
で
あ
っ
て
、
平
易
な
字
音
語
と
見
ら
れ
る
。
和
訓
に
お
け
る
訓
漢
字
に
通
ず
る

も
の
と
見
ら
れ
る
。

以
上
、
紬
伽
の
を
併
せ
て
見
る
に
、
本
書
に
お
い
て
は
振
仮
名
を
加
点
す
る
の
に
一
定
の
方
式
に
基
い
て
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

一

以
下
に
は
、
こ
れ
ら
の
振
仮
名
に
拠
っ
て
、
本
書
に
現
れ
た
主
な
問
題
を
取
上
げ
て
、
表
記
上
の
問
題
、
音
韻
、
訓
法
・
文
法
、
語
詞
・

語
彙
に
分
け
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

二
、
表
記
上
の
問
題

表
記
上
の
問
題
と
し
て
、
転
写
に
係
る
誤
写
と
、
片
仮
名
の
字
体
及
び
仮
名
道
を
取
上
げ
る
。

1
、
転
写
に
係
る
誤
写

本
文
は
丹
念
な
写
本
で
あ
る
が
、
ま
ま
誤
写
が
存
し
、
本
書
が
転
写
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
算
用
数
字
は
原
本
の
行
数
を
示
す
。
以

下
同
じ
）
。

［
漢
字
］

セ
ン
ハ
ツ

船
祇
（
1
2
～
1
3
）

「
析
」
は
、
労
が
「
氏
」
の
「
通
字
」
（
干
緑
字
書
）
と
し
て
の
点
を
加
え
た
字
形
に
最
も
近
い
。
「
析
」
は
観
智
院
本

類
衆
名
義
抄
に
「
析
鵬
椴
桃
、
又
」
（
仏
下
本
一
一
六
）
と
あ
る
よ
う
に
、
音
も
意
味
も
こ
の
文
脈
に
合
わ
な
い
。
振
仮
名
か
ら
も
分
る
よ
う
に
、

こ
こ
で
は
「
い
か
だ
（
筏
）
」
の
意
味
で
あ
り
、
振
仮
名
の
「
バ
ツ
」
に
適
っ
た
漢
字
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
に

仁
和
寺
蔵
後
鳥
羽
天
皇
御
作
無
常
講
式
の
訓
点



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
六

よ
る
と
、
「
野
㌍
鰯
上
上
濁
）
」
（
僧
上
六
三
）
が
あ
。
「
筏
」
の
俗
字
と
し
て
「
機
」
が
挙
っ
て
い
る
。
無
常
講
式
の
「
析
」
は
、
こ
の
俗

字
と
字
形
が
似
通
っ
て
お
り
、
恐
ら
く
親
本
に
あ
っ
た
こ
の
俗
字
体
の
漢
字
を
転
写
に
際
し
て
誤
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

可
二
急
一
者
念
（
鬱
－
こ
の
四
字
は
、
本
文
の
漢
字
二
字
乃
至
三
字
分
を
擦
消
し
て
、
そ
の
上
に
や
や
小
字
で
書
入
れ
て
い
る
。
誤
脱
に
気

付
い
て
後
か
ら
抹
消
し
加
筆
書
入
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

コ

丁
朝
（
鬱
　
－
　
「
一
期
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。

サ
イ菜

女
（
5
0
）
　
－
　
「
采
女
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。

ヅ
り鈎

（
5
1
）
　
－
　
「
釣
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。

り

ヨ

ウ

カ

タ

　

　

　

ウ

ン

カ

タ

　

　

　

　

　

　

　

ノ

カ

ク

旅
容
（
6
）
・
雲
容
（
5
1
～
竺
・
三
千
容
（
竺
　
－
　
「
客
」
字
は
す
べ
て
「
容
」
に
書
い
て
い
る
。
「
容
」
と
「
客
」
と
は
字
形
が
類
似
し

て
お
り
古
写
本
に
は
屡
≧
存
す
る
か
ら
筆
癖
と
見
る
余
地
も
あ
る
が
、
転
写
の
際
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。

［
仮
名
］

ア

マ

ヒ

ト

ヒ

し

r

ツ

り

’

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

ト

海
人
垂
二
鈎
一
（
聖
「
「
垂
」
の
右
傍
に
「
ヒ
ト
」
と
あ
る
の
は
、
直
上
の
漢
字
「
人
」
の
訓
を
見
誤
っ
て
重
ね
て
施
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
0

ハ

ン

り

こ

コ

叫

伴
l
侶
（
6
4
）
　
－
　
「
リ
ヨ
リ
」
の
下
の
「
リ
」
は
、
親
本
の
「
ト
」
を
「
リ
」
に
誤
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
諸
例
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
本
書
が
草
稿
本
で
な
い
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
り
、
撰
述
者
の
浄
書
本
で
は
、
右
掲
の
誤
記

は
起
り
難
い
事
柄
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
は
転
写
に
際
し
て
生
じ
た
も
の
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。

2
、
片
仮
名
の
字
体

訓
点
の
片
仮
名
の
字
体
は
、
次
貢
に
掲
げ
た
仮
名
字
体
表
の
よ
う
に
帰
納
せ
ら
れ
る
。

そ
の
字
体
は
、
鎌
倉
中
期
の
特
徴
を
顕
著
に
示
し
て
い
る
。
「
ウ
」
「
ツ
」
「
テ
」
「
ミ
」
「
ル
」
「
レ
」
「
ワ
」
等
に
そ
れ
を
見
て
と
る
こ
と
が

出
来
る
。



仮
名
字
体
表

苗川割 ン ワ ラ ヤ マ ヽノ ナ タ サ カ ア

タ

、

り
甘

く

ィ

功

く

ァ

サ
ガ

く

レ

ン

り ‾っ ヤ 丁

て

ヽ′ ナ ム
7
人メ

サ ふ
〝
ア

云 ヰ リ 、－、ヒ ニ チ シ キ イ
‾承 ヰ JI 三 ヒ ニ L

T ‾し ヽ イ

事 レノ ユ ム フ ヌ ツ ス ク ウ
ア Lt．一▼

⊥ A フ イヘ ヽ

l′

ヽ

ヽ
■ヽ
ヽ

ツ
ハ

ん
′

ウ

ヱ レ メ へ ネ テ セ ケ エ
一じ し 人 へ で

丁
t

7
せ ナ エ

ヲ ロ ヨ モ ホ ノ ト ソ コ オ

㍉7 ロクモア
ホ
ノトソコオ

仁
和
寺
蔵
後
鳥
羽
天
皇
御
作
無
常
講
式
の
訓
点

三
二
七



鋲
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

三
二
八

又
、
踊
字
の
う
ち
、
二
字
踊
字
又
は
三
字
踊
字
は
、
総
て
一
筆
書
で
あ
り
、
そ
の
起
筆
の
位
置
は
、

情
再
引
く
（
5
）
　
悉
プ
リ
、
ク
（
空
　
色
≧
イ
由
く
こ
（
翌
　
粛
主
せ
吻
く
タ
央
5
6
）
　
献
呈
カ
サ
く
メ
心
（
5
6
）

諸
モ
ク
＼
ノ
（
6
4
）
　
朝
ア
サ
ガ
く
（
ど

の
よ
う
に
、
下
の
仮
名
の
右
傍
で
右
肩
の
辺
に
あ
る
か
、
又
は
、

借
∵
γ
く
（
翌
　
年
主
上
、
U
く
（
4
1
）

の
よ
う
に
、
下
の
仮
名
の
右
傍
で
真
申
か
真
申
よ
り
や
や
上
寄
り
の
位
置
に
あ
る
。
む
し
ろ
前
者
の
方
が
用
例
数
が
多
い
。
踊
字
の
形
態
も

（1）

亦
、
鎌
倉
中
期
の
特
徴
を
現
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
本
書
の
訓
点
の
施
さ
れ
た
時
期
が
、
奥
書
の
書
写
年
紀
の
建
長
元
年
と
見
て
矛
盾
し
な
い
の
で
あ
る
。

3
、
仮
名
遣

ハ
行
転
呼
音
を
反
映
す
る
表
記
や
、
オ
と
ヲ
と
が
古
用
に
合
わ
な
い
仮
名
道
の
存
す
る
こ
と
は
、
鎌
倉
中
期
と
い
う
時
期
か
ら
見
て
当
然

で
あ
る
が
、
「
或
（
あ
る
い
は
）
」
の
仮
名
道
が
注
目
せ
ら
れ
る
。

ア

ル

ヒ

ハ

キ

ノ

ウ

　

ニ

ウ

ツ

ン

ナ

ノ

コ

ウ

’

　

ハ

カ

ノ

モ

ト

ニ

　

　

モ

ノ

ア

リ

或
　
昨
l
自
己
埋
　
槽
涙
於
墓
下
】
之
者
　
（
2
7
）

ヒ
ハ
コ
ヨ
ヒ
ホ
シ
テ
’
タ
ラ
ム
ト
ナ
ク
ワ
カ
レ
ア
タ
ワ
ン
ノ
マ
へ
こ
　
　
ヒ
ト
モ
ア
リ

或
今
夜
欲
．
送
一
泣
別
　
棺
　
前
】
之
人
　
　
（
空
l

「
或
」
は
二
例
と
も
「
ア
ル
q
ハ
」
「
（
ア
ル
）
可
ハ
」
と
「
ヒ
」
の
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
「
あ
る
い
は
」
の
歴
史
的
仮
名
道
は
、
和
字

、

正
濫
紗
に
「
あ
る
ひ
は
」
と
さ
れ
、
語
源
を
「
あ
る
い
ひ
は
」
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
春
日
政
治
博
士
が
「
あ
る
」
に
助
詞
「
い
」

「
は
」
の
付
い
た
語
形
と
正
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
鎌
倉
中
期
に
は
、
語
中
の
「
ヒ
」
と
「
イ
」
と
が
仮
名
道
上
の
区
別
を

失
っ
て
い
る
か
ら
「
ヒ
」
と
表
記
さ
れ
て
も
異
1
す
る
に
足
り
な
い
が
、
二
例
と
も
和
字
正
濫
抄
に
掲
げ
る
「
ア
ル
ヒ
ハ
」
で
表
さ
れ
て
い

る
の
が
注
目
せ
ら
れ
る
。

ヒ

　

　

　

　

　

　

　

’

ヒ

チ

尚
、
「
老
（
お
い
）
」
も
、
「
老
」
（
8
・
堕
、
「
老
」
（
曇
の
よ
う
に
「
ヒ
」
で
表
さ
れ
て
い
る
。



三

、

音

韻

に

つ

い

て

音
韻
で
は
、
国
語
音
の
う
ち
、
音
便
と
助
動
詞
「
む
」
の
音
価
と
を
取
上
げ
、
漢
字
音
に
つ
い
て
は
、
韻
尾
の
唇
内
撥
音
と
舌
内
撥
音
、

長
音
を
問
題
と
す
る
。

［
国
語
音
］

、1
、
音
便

活
用
語
の
音
便
に
は
、
イ
音
便
・
促
音
便
・
撥
音
便
と
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
音
便
と
が
あ
る
。

イ
ソ
イ
チ
モ

イ
音
便
　
－
　
急
　
　
（
2
3
）

サ
ナ

促
音
便
　
－
　
去
（
1
3
）

サ
ン
ナ
ム
ト

撥
音
便
　
－
　
a
去ウ

サ
ン
チ

b
埋

タ
ノ
デ
モ

C
痛

ま
っ
フ
ナ

眠（7）
（28）

（47）
ブ
イ
ナ

築
　
（
3
3
）コ

ソ
テ

（
1
4
）
　
挙

サ
ン
ヌ

去
　
（
5
9
）

ア

テ

　

　

　

ナ

ナ

　

　

　

チ

キ

ナ

モ

　

　

　

タ

ハ

テ

（
2
7
）
　
在
（
聖
　
為
（
4
1
）
　
契
　
（
4
7
）
　
巳
　
（
6
5
）

ナ
ン
ヌ
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ン
ヌ
レ
ハ

成
　
（
3
9
）
　
垂
　
　
（
8
）

7
フ
チ
ハ

ハ
行
の
音
便
　
－
　
d
遭イ

ト
ナ

e
猷

（
参
考
）

ネ
カ
ブ
テ

（
1
5
）
　
欣
　
（
5
7
）

（
4
・
6
2
）

’
モ
ン
ミ
レ
ハ

以

　

　

（

5

・

1

8

）

促
音
便
は
、
ラ
行
の
例
の
み
で
、
総
て
が
無
表
記
で
あ
る
。
撥
音
便
は
、
a
ラ
行
四
段
活
用
動
詞
が
完
了
の
助
動
詞
「
ヌ
」
に
続
い
た
例
で
、

「
ン
」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
b
は
マ
行
四
段
活
用
動
詞
か
ら
撥
音
便
と
な
っ
た
も
の
で
「
ン
」
で
表
記
さ
れ
る
。
鎌
倉
初
期
ま
で
は
、
撥

音
便
の
う
ち
ナ
行
ラ
行
に
基
く
も
の
を
「
ン
」
で
表
し
、
マ
行
バ
行
に
基
く
も
の
を
「
ム
」
で
表
し
て
区
別
す
る
原
則
が
あ
っ
た
が
、
こ
の

訓
点
で
は
そ
の
区
別
の
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
反
映
す
る
と
見
ら
れ
る
（
後
掲
、
助
動
詞
「
む
」
の
音
価
、
及
び
韻
尾
の
唇
内
撥
音
と
舌
内
撥
音
の

仁
和
寺
蔵
後
鳥
羽
天
皇
御
作
無
常
講
式
の
訓
点



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
〇

項
参
照
）
。
C
も
マ
行
四
段
活
用
動
詞
の
音
便
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
無
表
記
で
あ
る
。
一
例
だ
け
で
あ
る
の
で
、
「
ン
」
の
誤
脱
か
、
或

い
は
n
と
同
音
と
な
っ
た
も
の
が
表
記
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
。

ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
音
便
の
う
ち
、
d
の
「
ア
オ
テ
ハ
」
「
ネ
カ
列
テ
」
は
「
フ
」
が
ハ
行
転
呼
音
の
u
を
表
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ウ

音
便
と
な
り
、
e
の
「
イ
ト
テ
」
と
同
種
の
音
便
と
す
れ
ば
、
促
音
的
な
音
便
と
な
る
。

2
、
助
動
詞
「
む
」
　
の
音
価

助
動
詞
「
む
」
は
、
「
ム
」
　
で
表
さ
れ
る
所
と
「
ン
」
　
で
表
さ
れ
る
所
と
が
あ
る
。

’
グ
ラ
ム
ト
　
　
　
　
　
　
　
タ
デ
マ
ツ
’
ム

［
ム
］
雪
ム
（
7
）
　
送
　
（
望
　
見
　
（
6
4
）

ネ
フ
ラ
ン
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヨ
セ
ン
　
　
　
　
　
　
マ
タ
ン
ヤ
　
　
　
　
　
　
′
カ
レ
ン
コ
ト
’
　
　
　
　
　
　
キ
チ
ン
云
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ラ
ン
ヤ
　
　
　
　
　
　
’
キ
ン
ヤ
　
　
　
　
　
　
タ
モ
タ
ン
　
　
　
　
　
　
チ
カ
ツ
カ
ン
ト

［
ン
］
眠
　
（
9
）
　
寄
　
（
曇
　
待
　
（
曇
　
脱
　
　
（
1
4
）
　
断
　
　
（
曇
　
如
　
（
1
9
）
　
起
　
（
2
1
）
　
保
　
（
聖
　
近
　
　
（
竺

ユ
カ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
シ
タ
カ
ハ
ン
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン

往
　
（
4
3
）
　
随
　
　
（
4
9
）
　
生
　
（
6
6
）

「
ム
」
表
記
は
、
巻
首
と
巻
尾
と
に
各
一
例
と
巻
中
途
に
一
例
あ
る
の
み
で
、
他
は
「
ン
」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
助
動

詞
「
む
」
の
音
価
は
、
m
で
は
な
く
既
に
n
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
行
の
撥
音
便
が
「
ウ
ツ
ン
テ
」
と
表
記
さ
れ
た
こ
と
が
顧

’

モ

ン

ミ

レ

ハ

　

　

　

　

　

　

　

ナ

ン

タ

チ

み
ら
れ
る
。
又
、
「
以
　
」
（
5
・
1
8
）
や
「
汝
等
」
（
仰
望
も
参
考
と
な
る
。

（2）

m
と
n
と
は
、
鎌
倉
中
期
以
降
は
表
記
規
範
力
の
働
い
た
文
献
で
も
区
別
が
失
わ
れ
て
行
く
か
ら
、
本
書
の
訓
点
が
鎌
倉
中
期
の
加
点
で

あ
る
こ
と
の
傍
証
と
も
な
る
。

［
漠
字
音
］

1
、
韻
尾
の
唇
内
撥
音
と
舌
内
撥
音

唇
内
撥
音
を
「
ム
」
で
表
し
、
舌
内
扱
者
を
「
ン
」
で
表
し
て
区
別
す
る
こ
と
は
、
鎌
倉
初
期
ま
で
の
訓
点
で
は
原
則
と
し
て
保
た
れ
て

い
た
。
本
書
の
訓
点
で
は
そ
の
区
別
が
失
わ
れ
て
い
る
。

唇
内
撥
音



［
ム
］
　
（
用
例
ナ
シ
）

ア
ン
セ
ン
ト
シ
ナ

［
ン
］
暗
然
　
　
（
9
）

リ
ン
ミ
ヤ
ウ
シ
ユ

臨
命
終
（
6
3
）

イ
ウ
　
　
　
シ
ン
ニ
シ
ナ

悠
〔
悠
〕
深
　
　
（
1
2
）

コ

ン

セ

今
世
（
6
3
）

エ

ン

リ

　

　

　

エ

ン

マ

　

　

　

　

　

ホ

ン

　

　

　

リ

ン

　

シ

ユ

　

　

　

サ

ウ

ア

ン

　

　

　

コ

ン

カ

ウ

7

エ

猷
離
（
空
　
間
「
王
（
望
　
九
品
（
5
7
）
　
臨
命
終
（
6
0
）
　
草
等
（
6
1
）
　
金
剛
不
壊
（
州
望

舌
内
撥
音ナ

ム

［
ム
］
天
（
2
）

倉
ン
キ
ヲ

［
ン
］
閑
居
（
2
）

ヤ
カ
ン

野
干
（
1
4
）

ホ
ー
墓
（
3
3
）

エ
ン焙

（
5
1
）

シ
　
シ
ム

紫
震

（50）

ア
ン
ヤ
ウ

安
養
（
4
）

セ
ン栴

随
羅
（
1
6
）

ウ
ン
ビ
ン

雲
賛
（
3
4
）

サ
ン
カ
欠
ン

雲
容
〔
客
二
5
1
）

エ
ン

員
（
7
）

ヰ
す
タ
ス
ユ
ン

六
旬

へ

ン

リ

便
利
（
3
6
）

カ
ン
へ
ウ

寒
氷
（
9
）

へ
ン
こ
カ

（
2
0
）
　
辺

タ
　
レ
ン
　
　
　
　
　
　
メ
ン
ハ
ク
ト
シ
テ

紅
蓮
（
9
）
　
綿
邁

（12）

（22）

ク
ワ
イ
ブ
ン

塊
門
（
5
2
）

タ
ワ
ン

～56）

十
二
緑
（
5
7
）
　
観
　
（
5
7
）

ヤ
　
カ
ン

野
－
干
（
3
7
）

マ
ウ
シ
ヤ
サ
タ
ン

孟
害
君

レ
ン
タ
イ

蓮
台
（
6
1
）

ハ

ン

ケ

　

　

　

タ

ワ

ン

半
偽
（
2
2
）
　
棺
　
（
2
9
）

ウ
ン
ビ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ン
シ
ヨ
タ

雲
賓
（
3
9
）
　
顔
色
　
（
4
2
）

セ
ン
バ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
セ
ン
ト
シ
テ
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
ン
ヅ
ウ

船
析
砥
〕
（
1
2
）
　
安
然
　
　
（
1
3
）
　
酸
痛
（
1
3
）

ハ

ン

セ

イ

　

　

　

　

ネ

ン

　

　

　

タ

エ

ン

　

ヤ

　

　

　

フ

ン

万
歳
（
3
0
）
　
百
年
（
3
1
）
　
厚
〔
原
〕
野
（
3
2
）
　
墳

セ
ン
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ン
セ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ン
セ
イ
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ン

先
路
（
4
3
）
　
貧
賎
（
4
9
）
　
乱
世
（
4
9
）
　
民

カ

ン

　

　

　

シ

ン

（
5
2
）
　
漢
（
5
3
）
　
秦
王
（
5
4
）

マ
ン
コ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ン
ホ
ウ

万
劫
（
6
2
）
　
弥
宝
（
6
2
） シ

ャ
ウ
ヤ
ウ
シ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
7
　
シ
ン
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
ハ
ン

上
陽
人
（
5
5
）
　
李
夫
人
（
5
5
）
　
千
万
（
5
5

ハ
ン
　
リ
ヨ

伴
l
侶
（
6
4
）

唇
内
撥
音
を
「
ム
」
で
表
し
た
例
を
見
ず
、
逆
に
舌
内
撥
音
を
「
ム
」
で
表
し
た
二
例
が
あ
る
の
み
で
、
他
は
、
唇
内
も
舌
内
も
撥
音
を
「
ン
」

で
表
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
国
語
音
に
お
い
て
、
マ
行
四
段
活
用
動
詞
の
撥
音
便
を
「
ン
」
で
表
し
、
又
、
助
動
詞
「
む
」
が
主
に
「
ン
」
で
表
さ
れ

て
い
て
、
m
と
n
と
の
音
韻
と
し
て
の
区
別
が
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
関
連
し
て
、
漢
字
音
で
も
同
様
の
現
象
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。

2
、
長
音

こ
タ
リ
り
亨
ウ
カ
タ
ノ
　
　
　
　
ヤ
ト
ル
こ

似
二
旅
　
容
〔
客
〕
宿
一
（
6
）

り
ヨ
シ
ユ
ク

「
旅
」
は
、
別
に
「
旅
宿
」
　
（
2
）
と
も
あ
り
、
遇
摂
の
字
と
し
て
は
こ
の
方
が
字
音
仮
名
道
に
即
し
た
仮
名
表
記
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
リ

ヨ
剖
」
と
表
す
の
は
、
オ
段
の
拗
長
音
に
発
音
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

仁
和
寺
蔵
後
鳥
羽
天
皇
御
作
無
常
講
式
の
訓
点



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

和
泉
往
来
文
治
二
年
（
二
八
六
）
写
本
に
、

マ
コ
ト
こ
タ
マ
ハ
テ
　
ケ
ン
リ
ヨ
ウ
ヲ

特
　
賜
　
二
賢
慮
一
（
1
0
）

ケ
ン
リ
ヲ
ウ

と
あ
る
「
賢
慮
」
も
、
熟
字
の
下
位
に
あ
る
も
の
の
、
同
種
の
発
音
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
女
」
が
、
「
女
房
」
「
女
子
」
の
よ
う
に
熟
字
の
上
位
に
来
た
場
合
に
、
オ
段
拗
長
音
に
発
音
さ
れ
、
そ
れ
を
「
ネ
ウ
」
と
表
記
し
た
例
が
、

叫
引
は
う
（
女
房
）
の
御
こ
、
ろ
（
高
野
山
文
書
、
春
日
局
消
息
、
安
元
三
年
六
月
廿
二
日
）

ね
l
引
し
（
女
子
）
あ
り
わ
う
こ
せ
ん
に
ゆ
つ
り
を
ハ
ぬ
（
岩
手
県
中
世
文
書
上
、
尼
た
う
L
や
う
譲
状
、
か
け
ん
三
ね
ん
正
月
折
目
）

と
あ
る
の
も
類
例
と
見
ら
れ
る
。
又
「
如
法
経
」
を
、

ね
う
ほ
う
き
や
う
（
石
清
水
文
書
之
六
、
菊
大
路
家
文
書
、
永
仁
五
年
六
月
）

と
表
す
の
も
同
種
で
あ
る
。

尚
、
長
音
に
関
し
て
の
次
の
語
が
問
題
と
な
る
。

タ

フ

タ

タ

4

　

　

7

ヒ

タ

今
生
亦
富
貴
之
間
也
（
4
9
）

フ
ク
タ
ヰ

「
富
貴
」
の
「
フ
ク
」
は
「
ク
」
の
仮
名
に
間
違
い
な
い
。
「
フ
ウ
」
の
誤
写
と
す
れ
ば
長
音
化
し
た
例
と
な
る
が
、
仮
名
の
通
り
で
あ
る
と

す
る
と
、
音
転
化
し
て
「
フ
ツ
キ
」
（
明
応
五
年
本
節
用
集
等
）
の
促
音
に
通
ず
る
も
の
で
、
「
フ
ク
」
の
「
ク
」
は
子
音
の
k
を
表
し
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。

四
、
訓
　
法
・
文
　
法

漢
文
の
訓
法
と
し
て
は
、
鎌
倉
時
代
の
仏
書
の
訓
読
に
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
、
取
立
て
て
述
べ
る
も
の
は
少
い
。

二
　
　
　
　
シ
又
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
マ
タ
キ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
チ
カ
ツ
カ
ン
ト
　
エ
ン
　
マ
　
ニ

雷
　
死
一
（
1
7
）
　
未
聞
】
　
（
3
0
）
　
措
近
　
　
二
間
「
王
一
（
4
3
）

へ
シ
ト
云
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス



カ
ル
カ
ユ
へ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
カ
レ
ハ
　
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
ヒ
　
ト
サ
ル
ト
　
　
　
セ

故
　
　
（
州
曇
　
然
　
則
（
5
6
）
　
戒
及
施
不
放
逸
l
　
（
6
3
）

の
よ
う
な
再
読
字
の
再
読
表
現
や
接
続
語
の
訓
法
は
、
当
時
と
し
て
は
通
常
の
も
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
「
欲
」
を
「
ム
ト
ホ
ツ
ス
」
と
訓
じ
た
、

ヒ
ハ
コ
　
コ
ヒ
ホ
シ
ナ
　
’
タ
ラ
ム
ト
ナ
ク
　
ワ
カ
レ
’
タ
ワ
ン
ノ
マ
ヘ
こ

或
今
夜
欲
レ
送
　
泣
二
別
　
棺
　
前
一
（
2
8
）

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

ツ

ス

　

　

　

　

　

ホ

ツ

ス

の
例
は
、
仏
書
に
頻
用
さ
れ
る
「
ム
ト
欲
」
の
訓
法
が
漢
籍
訓
読
の
「
マ
ク
欲
」
「
ム
コ
ト
ヲ
欲
」
と
混
清
し
て
成
立
し
た
新
訓
法
で
あ
っ
て
、

（3）
古
例
と
し
て
の
、

ウ
て
ス
　
ホ
ツ
セ
ウ
ツ
ラ
ム
と

怨
不
レ
欲
レ
優
　
（
高
山
寺
蔵
股
本
紀
建
暦
元
年
点
）

と
共
に
、
鎌
倉
時
代
の
例
と
な
る
。

ウ

ツ

ン

チ

　

　

　

　

ウ

ツ

メ

ハ

ナ

ル

ツ

チ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

ソ

ナ

ヨ

文
法
の
面
で
は
、
「
う
づ
む
」
が
、
「
埋
」
（
空
、
「
埋
　
為
土
こ
（
害
の
よ
う
に
四
段
活
用
で
あ
る
こ
と
、
「
挙
世
一
」
（
2
7
）
が
、
助
詞

キ

ウ

ニ

キ

ヽ

チ

キ

ラ

ン

云

ヲ

　

タ

「
ヲ
」
を
用
い
な
い
ら
し
く
、
又
、
「
急
　
聞
三
断
　
二
頭
】
」
（
1
4
）
の
「
キ
ラ
ン
云
ヲ
」
が
助
詞
「
ト
」
を
用
い
な
い
ら
し
い
こ
と
が
注
目

さ
れ
る
。
後
二
者
は
、
「
ヲ
」
「
ト
」
の
誤
脱
と
見
る
な
ら
ば
問
題
に
は
な
ら
な
い
。

五
、
語
　
詞
・
語
　
彙

1
、
和
語
の
漢
字
表
記

無
常
講
式
の
文
章
中
に
は
、
漢
文
と
し
て
中
国
本
土
で
成
立
し
た
語
彙
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
に
お
い
て
和
文
の
中
で
成
立
し
た
り
、
日

本
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
語
を
漢
字
で
表
し
た
も
の
も
交
え
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
は
か
な
し
」
を
「
無
レ
墓
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
用
い
て
い
る
。

’
ヨ
ソ
ナ
キ
ハ
カ
　
モ
ノ
ハ
ヒ
ト
ノ
シ
　
　
　
　
　
チ
ウ
シ
ウ
コ
ト
タ
ナ
ル
マ
ホ
ロ
シ
ノ
　
　
ハ
　
　
　
コ
ノ
　
　
ス
タ
ル
ホ
ト

凡
無
墓
－
者
人
始
的
（
平
濁
）
中
終
如
　
幻
一
者
丁
朝
〔
期
〕
過
程
也
（
2
9
～
3
0
）

「
無
蓋
」
は
宛
字
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

仁
和
寺
蔵
後
鳥
羽
天
皇
御
作
無
常
講
式
の
訓
点



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
譜
　
研
　
究

又
、
「
生
け
頚
」
を
「
生
頚
」
と
し
て
、

皐
呈
7
レ
　
イ
ケ
タ
ヒ
チ
　
　
タ
ケ
イ
ノ
　
　
　
　
　
ク
モ
こ

切
二
生
頚
於
他
卿
〔
郷
〕
之
雲
】
　
（
5
2
）

の
よ
う
に
用
い
て
い
る
。

2
、
漢
語

無
常
講
式
の
文
章
中
に
は
、
多
く
の
漢
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

三
三
四

そ
れ
の
読
み
が
桐
密
な
訓
点
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
は
、
仏

教
関
係
の
漢
語
と
し
て
呉
音
読
み
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
漠
音
読
み
の
語
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

カ
ン
キ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ラ
ウ
カ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
セ
ン
ト
シ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ン
セ
ン
ト
シ
ナ

閑
居
（
3
）
　
旅
客
（
6
）
　
暗
然
　
　
（
9
）
　
安
然

り

タ

ス

ユ

ン

　

　

　

　

エ

ン

り

　

　

　

　

ハ

ン

セ

イ

　

　

　

　

タ

ワ

シ

チ

（
1
3
）
　
六
旬
　
（
2
0
）
　
猷
離
（
2
5
）
　
万
歳
（
3
0
）
　
和
　
（
4
1
）

サ
ウ革

（
4
2
）

キ
ウ宮

（
5
9
）

固
有
名
詞
の

ラ

ン

セ

イ

　

　

　

　

ウ

ン

カ

ク

　

　

　

　

　

　

タ

ケ

イ

乱
世
（
4
9
）
　
雲
容
〔
客
〕
（
聖
　
他
卿
〔
郷
〕
（
竺

タ
ワ
イ
フ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
ル
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
カ
タ

椀
門
（
竺
　
紅
涙
（
m
翌
　
三
千
容
〔
客
〕
（
m
望

セ
ン
バ
ン

千
万
（
5
5
）
　
後

セ
イ
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
イ
テ
ィ
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ャ
ウ
ヤ
ウ
シ
ン

「
西
施
（
竺
」
「
明
帝
（
5
3
）
」
「
上
陽
人
（
竺
」
「
李
夫
人
（
［
翌
」
を
漢
音
読
み
に
す
る
の
は
と
も
か
く
と
し
て
、
右
の
よ
う

な
普
通
名
詞
で
、
し
か
も
仏
教
関
係
に
縁
遠
い
語
が
、
法
会
の
願
文
の
用
語
の
中
に
交
え
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
呉
音
を
用
い
る
場
と

漢
音
を
用
い
る
場
と
が
厳
密
に
区
別
さ
れ
ず
、
交
流
が
生
じ
て
い
た
こ
と
の
反
映
と
見
ら
れ
、
鎌
倉
中
期
に
お
け
る
漢
語
使
用
の
実
態
を
知

る
一
材
料
と
な
る
の
で
あ
る
。

123

注
拙
稿
「
踊
字
の
沿
革
続
留
」
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第
二
十
七
巻
一
号
、
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
）
。

拙
稿
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
、
持
輯
号
3
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
）
。

拙
著
扇
嶺
伊
綿
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
し
三
六
八
貢
（
昭
和
四
十
二
年
三
月
）
。




